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第２回会議の要点                  社会教育課 
 
〇田代議長作成「公民館の在り方」 説明 

・「公⺠館参加者層の固定化への問題提起」については、兵庫県の⼤会資料に
あるが、元々は宝塚市の社会教育委員会の公⺠館の在り⽅提⾔書にある。 

・３番の課題検証は、課題が解決しているところはそのままでいいので、個々
の問題提起はしないという構成。課題８番以降があってもいい。 

・４番の島⽥市の公⺠館の在り⽅、求められる役割は増やして構わない。 
・やっているところはそれでいい、そのまま続けてもらいたいという視点。 
 
〇松本委員作成「公民館の在り方」 説明 

・隣保館は厚労省管轄、公⺠館は⽂科省管轄。住⺠にとっては、所管は関係な
い。省庁間の壁は厚いが、地域住⺠のことを考えたらみんなで⼀緒にやって
いく必要がある。 

・地域に寄り添う施設、地域が頼ってくれる施設であってほしい。 
・地域の伝統や⽂化を継承して次世代へつなげる場でもある。 
・音楽活動、舞踊活動に耐えられる施設も必要。 
・財政的な側面から全て公助は無理。自助、共助、公助のパターンでやるしか

ないのでは。 
 
〇全体協議 

・公⺠館の存在理由について、本来どの⼟地にも備わっている⼟地独特の徳で
ある「地徳」を中核に据えることを提案。 

・施設ありきではなく、人に関する部分があるといい。誰に対して、これを読
んだ時に運営として活かすことができ、顔が見えるようなものが作れるとい
い。 

・「ネットワーク」を通じて、いろんなサービスにアクセスできることを保障
するということも考えてもいいのではないか。 

・「地徳」のような地域で自然と伝授されていくものは実際にある。お金や現
有の法律の範囲にこだわらず、もう少し広げて考えてもいいのではないか。 

・公会堂の役割についても触れていただきたい。 
・福祉館あけぼのなど、地域に根ざしていて、居場所になっている施設はあ

る。公⺠館に付随するような施設があることをどこかに付け加えたらどう
か。 

・公⺠館で学んだり、知ったりした人達が、公会堂や隣保館みたいなところに
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いろんな情報発信していけば地域連携ができていく。 
・地域で活動している人達はいるので、学校との連携も密にできるような公⺠

館であってほしい。学校支援。 
・なぜこのようなテーマにしたのか疑問。誰に対して発信しようとしているの

か、それによってどういう変革を望んでいるのか。テーマが曖昧なのでいろ
んな意見が出てしまう。⽥代議⻑のいうとおりまとめていくしかない。その
コアに「地徳」など、人というものが入っていけば、温かみや厚みが出る。 

・外国人労働者が増えている現状を踏まえ、公⺠館が広く地域の外国人の居場
所になるといい。 

 
〇まとめ 

・⽥代議⻑作成の筋立てで、肉付けしていく。 
・今回の会議での委員からの意見は、求められる具体的な役割に入ってくる。

意見を基に事務局で素案を作成する。 
・諮問側の教育委員会で、具体的に⼀歩進んだ⽅向性が示すことができるよう

協議する。 
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  会場参加申込者 ライブ配信による参加申込者 

１ 参加費用 3,500 円 3,500 円 

２ 大会冊子の配付 ○（会場で配付） ○（郵送により配付） 

３ ライブ配信用アドレスの配付 ○ ○ 

４ 全体会への参加 ○（会場） ○（ライブ配信） 

５ 分科会への参加 ○（会場） × 

６ 大会報告書の配付 希望者は別途購入 ○（郵送） 

 


